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町税
4億8,798万円（10％）

町民税や固定資産税、
軽自動車税、
たばこ税などの税金

使用料等
3,356万円（0.7％）

施設の使用料など

繰入金
3億18万円（6.1％）

繰越金
1億5,012万円（3％）

前年度からの繰越金

その他
1億1,407万円（2.3％）

寄付金など

譲与税等
2億7,134万円（5.5％）

特定の国税を一定の基準で
国が配分するお金

地方交付税
24億7,139万円（50.3％）

国から交付されるお金

国県支出金
5億3,817万円（11％）

特定の事業に対し、
国や県から交付されるお金

地方債
5億4,556万円（11.1％）

事業のために借り入れたお金

民生費 9億5,011万円（20％）
障がい者や高齢者に対する福祉の充実、
子育て支援などにかかるお金

衛生費 3億3,295万円（7％）
環境保全、疾病予防、健康増進などにかかるお金

労働費 9万円（0％）
労働福祉の事業に必要なお金

農林水産業費 2億9,361万円（6.2％）
農・林業振興のためのお金

商工費 1億8,706万円（3.9％）
商工業や観光の振興のためのお金

土木費 5億9,566万円（12.6％）
道路、公園や区画整理などの事業に要するお金

消防費 2億933万円（4.4％）
消防、防災事業などに要するお金

教育費 4億478万円（8.5％）
学校教育、生涯学習、スポーツ振興
などの事業に要するお金

公債費　7億2,315万円（15.2％）
町の借金を返済する元金と利子などのお金

総務費 9億8,938万円（20.8％）
全般的な管理事務のためのお金

議会費 6,543万円（1.4％）
議会活動のためのお金

町
税
等
町
で
得
る
お
金

国
や
県
か
ら
得
る
お
金

歳出 歳入

令和６年度 一般会計

47億5,155万円 49億1,237万円

※決算額の千円単位、割合の小数点以下を端数処理しています。

令和7年度への繰越金
1,701万円

差引額（黒字額）
1億4,381万円
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9 月 定 例 会
　９月定例会は1２日から１８日まで、 ７日間の会期で開催されました。
　令和６年度各会計の決算認定や教育委員会委員の任命の人事案件
など、２０議案が原案の通り可決されました。9月定例会

令和6年度　決算の認定

〇町税以外の財源確保を　ふるさと納税、町民水泳プール使
　用料などの自主財源確保にも積極的に取り組むこと。
〇専門部署の創設　庁内 DX など特定の課題を解決し、将来
　にわたって持続可能な行政運営に努めるよう求める。
〇人材の確保・育成を　各種企画の参画、ＣＭ大賞、フルドノ
　タイムなど、行政と議会との真摯で 積極的な議論を経た
　施策で、町の未来を切り開く人材が育つことを願う。

　監査の意見

代表監査委員
佐
さ

川
がわ

　重
しげ

俊
とし

 氏
監査委員

根
ね

本
もと

　重
しげ

一
かず

 氏
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町民の暮らしを豊かにする町民の暮らしを豊かにする
　　　　令和6年度事業令和6年度事業

町営住宅前木団地建築
１億6,064万6,866円

交流人口拡大事業「フルドノタイム」
365万1,240円

町道下論田鵰巣線改良工事
１億3,190万円（繰越分を含む）
６年度決算額は1,034万円

三株山登山道用地取得
2,362万1,000円

古殿中学校開校５０周年記念事業
１５０万円

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
住
み
よ
い

町
に
な
る
ね
！
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岡
部　
ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務
委

託
料
の
支
払
い
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

総
務
課
長　

納
税
額
に
応
じ
て
支

払
い
を
し
て
い
る
。
委
託
料
、
発
送

料
な
ど
の
経
費
は
納
税
額
の
20
％
以

内
と
な
っ
て
い
る
。

 

岡
部　
昨
年
よ
り
２
倍
以
上
の
増

額
に
な
っ
た
要
因
は
。

 

総
務
課
長　

新
た
に
加
わ
っ
た
返

礼
品
で
、
高
額
な
オ
ー
ダ
ー
の
革
製

品
の
納
付
額
が
約
５
７
０
万
円
と
な

り
好
評
だ
っ
た
と
考
え
る
。

 

岡
部　
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
米
の

返
礼
品
に
対
す
る
考
え
は
。

 

総
務
課
長　
こ
こ
数
年
検
討
し
た
。

し
か
し
農
家
の
方
か
ら
の
米
の
買
い

付
け
や
保
管
が
難
し
く
、
実
現
で
き

な
い
状
況
だ
。
今
後
は
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
も
取
り
組
む
。

 

野
崎　
道
路
除
草
事
業
の
委
託
料

が
昨
年
よ
り
増
額
し
て
い
る
の
は
機

械
で
対
応
し
た
た
め
か
。

 

地
域
整
備
課
長　

機
械
と
人
力
で

の
部
分
が
含
ま
れ
る
。
人
力
は
面
積

当
た
り
の
金
額
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
の
障
害
物
が
あ
る
と
き
は
両
方
必

要
と
な
る
。

 

岡
部　
町
道
越
代
高
房
線
の
道
路

改
良
事
業
の
内
容
は
。

 

地
域
整
備
課
長　

頂
上
の
急
勾
配

緩
和
工
事
の
測
量
設
計
で
あ
り
、
実

施
の
結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 

岡
部　
農
道
の
維
持
管
理
の
内
容

は
。

 

地
域
整
備
課
長　
敷
砂
利
、
除
草
、

路
肩
の
崩
落
・
法
面
対
策
で
、
水
路

も
含
ま
れ
る
。

　令和５年度と比べて収入は３億 1,153 万円、支出は３億 84
万円の増となり、多くの事業について審議が行われた。

今後は企業版ふるさと納税も

産業振興の進捗は

生活インフラの状況

決
算
内
容
を
徹
底
検
証

 

野
崎　
フ
ル
ド
ノ
タ
イ
ム
の
成
果

は
。

 

産
業
振
興
課
長　

令
和
６
年
度
決

算
額
は
令
和
７
年
度
事
業
の
準
備
経

費
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
は
37
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
参
加
者
が
延
べ
６
２
０

人
。
町
外
か
ら
の
参
加
者
は
３
５
８

人
だ
っ
た
。

 

野
崎　
道
の
駅
ふ
る
ど
の
拡
張
に

伴
う
出
店
希
望
の
調
査
結
果
は
。

 

産
業
振
興
課
長　

９
件
あ
り
、
加

工
販
売
や
食
堂
な
ど
の
応
募
が
あ
っ

た
。

 

岡
部　
大
豆
生
産
の
実
績
は
。

 

産
業
振
興
課
長　

16
事
業
体
で
約

12
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
栽
培
方
法
の

研
修
を
し
た
り
、
普
及
所
の
方
な
ど

に
定
期
的
に
見
て
も
ら
っ
た
り
し

た
。

令和6年度
一般会計
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鈴
木　
固
定
資
産
購
入
費
の
内
訳

は
。　
　
　
　

 

地
域
整
備
課
長　
今
ま
で
借
地
だ
っ

た
沢
地
区
の
土
地
を
買
収
し
、
借
地

を
解
消
し
た
。

 

鈴
木　
減
価
償
却
費
の
資
産
の
内

訳
は
。

 

地
域
整
備
課
長　

土
地
、
建
物
、

構
築
物
、機
械
装
置
、公
用
車
と
な
っ

て
い
る
。

 

鈴
木　
水
道
料
金
の
改
定
の
予
定

は
。

 

地
域
整
備
課
長　

令
和
６
年
度
か

ら
企
業
会
計
が
始
ま
り
、
水
道
料
金

で
ま
か
な
え
な
い
分
を
一
般
会
計
か

ら
補
填
し
て
い
る
。
単
年
度
で
見
る

の
で
は
な
く
、
３
年
程
度
の
経
過
を

見
な
が
ら
料
金
改
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

簡易水道料金改定は3年程度の経過を

反
対

討
論 一

般
会
計
決
算
討
論

事
業
会
計
決
算

　
水
道
料
金
は
適
正
か

思い切った人口減少
対策を

岡部　淳一 議員
　
人
口
減
少
と
過
疎
化
の
波
の

中
、
画
期
的
な
方
向
性
を
見
つ

け
ら
れ
な
い
状
況
で
、
思
い

切
っ
た
方
向
性
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
令
和
６
年
度
を
通
し
た

施
策
実
施
に
お
い
て
、
新
た
な

提
案
は
な
か
っ
た
。
若
者
が
町

外
に
流
出
し
て
い
る
現
状
を
見

つ
め
て
の
施
策
実
施
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
し
て
反
対
す
る
。

賛
成

討
論 福祉向上に有効な

施策である
鈴木　隆 議員

　
議
会
で
議
決
さ
れ
た
予
算
の

決
算
で
あ
り
、
令
和
６
年
度
の

事
業
は
町
民
の
生
活
、
福
祉
向

上
に
有
効
な
政
策
だ
っ
た
。
財

源
の
確
保
が
厳
し
い
中
、
実
質

収
支
は
黒
字
で
あ
り
、
適
正
な

運
営
と
し
て
賛
成
す
る
。

認定
起立多数

納税額が増えた
ふるさと納税返礼品



6

軽自動車税の納付期限が5月25日に

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

　
　
　
の
任
命
に
同
意

　
　
　
の
任
命
に
同
意

小 針 　 智 尋  氏
住所
　鎌田字長光地　　　
期間
　令和７年 10 月１日～
　令和１1年 9 月３０日

佐 川 　 友 恵  氏
住所
　松川字薄木
期間
　令和７年 10 月１日～
　令和１1年 9 月３０日

　
育
児
の
た
め
に
勤
務
し
な
い
こ
と
を
認
め

る
部
分
休
業
制
度
を
拡
充
す
る
も
の
。

育
児
部
分
休
業
制
度
の
拡
充

税条例の改正

　
４
月
１
日
を
基
準
に
課
税
し
て
い
る
軽
自

動
車
税
の
新
規
登
録
・
廃
車
等
の
状
況
を
確

認
で
き
る
期
間
を
確
保
し
、
よ
り
適
正
な
課

税
を
図
る
た
め
、
納
付
期
限
を
５
月
25
日
と

す
る
。

軽
自
動
車
税
の
納
付
期
間
拡
大

子
が
満
３
歳
に
な
る
ま
で

の
期
間
、１
年
に
10
日
の

範
囲
内
で
勤
務
し
な
い
こ

と
が
認
め
ら
れ
た

令
和
８
年
度
よ
り

　
　
　
５
月
25
日
に

現
行
４
月
25
日

◎
変
更
点

◎
変
更
点

議会トピックスで、議員が集めた地域の情報をお知らせします。議会トピックス

こ　ばり　　　ともひろ さが　わ　　　 とも  え



町の貯金と借金

税金などの滞納額
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町の貯金と借金
ここが知りたい！継 続

公 開

　　　　　昨年に比べて１億6,851万円減少し
ているが、どんなことに使われたのか。

　即効性のある防災・減災のための地方債「緊
急防災・減災事業債」が、役場のエレベーター
改修に充てられた。

　自治体が単独で防災インフラを整備するた
めの地方債「緊急自然災害防止対策事業債」が
法面対策工事に充てられた。

役場庁舎エレベーター改修工事
3,260万円

借金は

町道小松川須巻線法面対策工事
1,970万円

　　　　昨年に比べて１億4,273万円増加し
ている。内容はどうなっているのか。

　公共の利益のために取得する必要がある土
地を買う貯金（基金）「土地開発基金」でイセ食
品跡地と三株山登山道用地を取得した。

　ふるさと納税で得られた寄付金を、事業に
使う前に貯金しておく「ふるさと創生基金」が
1,117万円増加した。その基金のうち108万
円は中学生学力向上事業として放課後学習の
経費に充てられた。

イセ食品跡地・三株山登山道用地取得
 6,162万円

貯金は

中学生の放課後学習
108万円

借金（町債）は減ってき
ているね。

　　　　　町税は前年度より減少し96.3%。
　確定した納付されるべき額(調定額)のうち、実際に納付
された額(収納済額)の割合。収納率の数字が高いほど、税の
公平な負担が図られており、安定した財政運営を行うこと
ができる状態といえる。

収納率

　　　　　　　　町税43万円、国民健康保険税14万円、介
護保険料111万円。
　納付の見込みがたたないため、納めていただくことがで
きないと決定することを不納欠損処分という。

不納欠損額

借金 50 億 5,673 万円借金 50 億 5,673 万円 貯金 41 億 6,664 万円貯金 41 億 6,664 万円

主な内訳
〇町税（町民税・固定資産税・
　軽自動車税）
〇住宅使用料
〇大網庵使用料
〇国民健康保険税
〇介護保険料
〇後期高齢者医療保険料

合計

  町内最初の盆踊り  　７月１２日 ( 土 )、本年も夏の風物詩といえる町内で最も早い盆踊り「永倉神社奉納
踊り」が行われた。前年同様１０名程度の青空子供会の奏者を中心に笛や太鼓の音を弾ませて、町内最
大のやぐらの周りで大きな踊りの輪を描きました。（鈴木隆）

議会トピックス①

60億 60億

56億

52億
50億

1,883万円
710万円
5,000円

2,650万円
279万円

4万円

5,529万円
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議案
第39号

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

育児の部分休業制度の拡充を行う（P6に掲載）

議案
第40号

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

育児の部分休業、介護両立支援制度等の改正

議案
第41号

古殿町税条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地方税法の一部改正による所要の改正等（P6に掲載）

議案
第42号

古殿町税特別措置条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

省令改正による所要の改正

議案
第43号

古殿町特定復興産業集積区域における固定資産税の
課税免除に関する条例の一部を改正する条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

省令改正による所要の改正

議案
第44号

古殿町辺地総合整備計画の変更について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

論田辺地の総合整備計画の変更

議案
第45号

令和７年度古殿町一般会計第２次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

普通交付税決定などにより7,823万5,000円を増額する

議案
第46号

令和７年度古殿町国民健康保険特別会計第２次
補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

繰越金確定により52万9,000円を増額する

議案
第47号

令和７年度古殿町介護保険特別会計第１次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

繰越金確定などにより4,973万6,000円を増額する

議案
第48号

令和７年度古殿町後期高齢者医療特別会計第１次
補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

繰越金確定により125万6,000円を増額する

議案
第49号

令和７年度古殿町宅地造成事業特別会計第２次
補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

繰越金確定により2,302万6,000円を増額する

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案番号  議　案　名 採
決

根
本
重
一

根
本
太
郎
兵
衛

鈴
木

隆

野
崎
喜
彦

佐
川
勇
司

佐
藤
一
夫

岡
部
淳
一

木
戸
久
康

松
崎
法
通

緑
川
栄
一

  憩いの森フェスタ  　８月２日（土）、夏の恒例行事「憩いの森フェスタ」が古殿町役場駐車場で開催され
ました。古殿小太鼓部をはじめ町内の団体による発表、学法石川高校吹奏楽部の演奏やものまね芸人ラ
イブ、プロレス、流鏑馬太鼓、花火大会など盛りだくさん。古殿町の賑わいを実感した１日でした。猛暑
の中準備を進めたスタッフや関係者へ感謝したい。（木戸久康）

議会トピックス②
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〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案番号 議　案　名 採
決

根
本
重
一

根
本
太
郎
兵
衛

鈴
木

隆

野
崎
喜
彦

佐
川
勇
司

佐
藤
一
夫

岡
部
淳
一

木
戸
久
康

松
崎
法
通

緑
川
栄
一

9月定例会

議案
第50号

令和６年度古殿町一般会計歳入歳出決算の認定について 認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

歳入49億1,237万円、歳出47億5,155万円（P２～５に掲載）

議案
第51号

令和６年度古殿町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 認

定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
歳入５億2,987万円、歳出５億488万円

議案
第52号

令和６年度古殿町介護保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 認

定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
歳入８億6,637万円、歳出８億1,766万円

議案
第53号

令和６年度古殿町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について 認

定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
歳入6,669万円、歳出6,666万円

議案
第54号

令和６年度古殿町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 認

定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
歳入2,304万円、歳出2万円

議案
第55号

令和６年度古殿町簡易水道事業会計歳入歳出決算の認定
について 認

定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
収益的収入9,221万円、収益的支出8,971万円、資本的収入6,343万円、
資本的支出7,101万円（P５に掲載）

議案
第56号

令和６年度古殿町下水道事業会計歳入歳出決算の認定
について 認

定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
収益的収入１億7,038万円、収益的支出１億6,969万円、資本的収入
１億3,388万円、資本的支出1億4,832万円

議案
第57号

教育委員会委員の任命について 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

佐川友恵氏を再任する（P６に掲載）

議案
第58号

教育委員会委員の任命について 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小針智尋氏を任命する（P６に掲載）

　町では早急に対応し、鳥獣被害対策実施隊によるワイヤーメッシュ設置が
行われ、中学校のイノシシ被害が抑えられていた。

中学生の安全を強化

　令和６年１２月の総務常任委員会
で中学校校舎周辺のイノシシ被害を
視察した。
　その際に「鳥獣被害対策実施隊に
助言をいただき、ワイヤーメッシュ
などの対応を考えては」と進言した。

中学校校舎周辺のイノシシ被害を改善中学校校舎周辺のイノシシ被害を改善
総務常任委員会活動

  竹貫正調盆踊り  　８月１４日（木）、竹貫区民広場で盆踊りを実施。区の事業として各種団体の協力の
もと踊りや夜店などで盛大な賑わいを見せ、区内外の人たちとの交流の場となり、皆さん楽しく過ごしま
した。準備、運営、片付けなどお疲れさまでした。（松崎法通）議会トピックス③
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常任委員会常任委員会のの活動活動

旧イセ食品跡地等を視察旧イセ食品跡地等を視察
　産業建設常任委員会は旧イセ食品跡地や町民水泳プール、屋内ゲートボール場を視
察しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。

貸与されている旧イセ食品跡地を視察する議員

意見

前木団地建築事業等を視察前木団地建築事業等を視察
　総務常任委員会は前木団地建築事業、山上地区の中ノ内や戸草などの町有林を視察
しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。

前木団地の進捗について説明を受ける議員

意見

（前木団地）
・工期が長いのでは。
・町産材を利用すべきでは。
（町有林）
・伐期を過ぎたものは販売する

べき。
・販売の際は毎木調査をしてか

ら入札しては。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会（旧イセ食品跡地）

・門柱を撤去すべき。
・県道側からの進入路の角を拡
　幅しては。

（町民水泳プール）
・年間利用者が増えているた
　め、維持補修などの管理を。
・天井改修工事後に改修されて
　いない箇所を修理すべきでは。

（屋内ゲートボール場）
・屋外トイレの屋根の塗装が必
　要ではないか。

貸与された現状を確認

工事の進捗を調査

  上山上で盆踊り　焼きそば３００食  　８月１５日（金）の夜に「上山上盆踊り」が、上山上ふれあいセンタ
－駐車場で開かれた。盆踊り保存会と上山上地区公民館による共同事業で、提供された焼きそば、フラ
ンクフルトはすべて無料であった。今年は新たなゲームコーナーも設けられ、家族連れや地域住民でにぎ
わい、夏の風物詩を満喫していた。（根本重一）

議会トピックス④
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住民が戻るまちづくりを学ぶ
群馬県下仁田町・上野村

〇ねぎとこんにゃく奨学金制度
　学校を卒業後、地元に居住した場合
は奨学金の返済を段階的に全額補助す
る。その原資は企業版ふるさと納税で
賄われる。結婚祝金や育児支援金、小
中学校入学祝金などの支援も充実。

　総務常任委員会の委員５名は７月１５日（火）から１７日（木）まで、群馬県下仁田町と
群馬県上野村で視察研修を行った。２自治体ともに少子高齢化に対して先進的な取り組みを
しており、人口減少に悩む自治体にとっては大いに参考になるものであった。

総務常任委員会研修

読まれる広報紙とは
町村議会広報研修会

　議会だより編集特別委員会の委員５名は８月２８日（木）
に LINE CUBE SHIBUYA（渋谷公会堂）で町村議会広報
研修会に参加した。
　全国町村議会議長会主催で、インタビュー記事を取り入
れた紙面づくり、スマートフォンを活用した動画撮影の基
本、議会活性化と連動した広報紙づくりで住民の政治参加
を促す手法などを３名の講師から学んだ。

議会だより編集特別委員会研修

下仁田町
〇村民の雇用の場の確保
　バイオマス発電所、農産物６次化加
工所など多くの施設を村が設置し運営。
村民の雇用の場となっている。移住者の
受け入れ支援も充実しており、１５０
世帯用意した村営住宅は満杯。

上野村

〇研修を受けて、古殿町
議会ホームページの QR
コードを掲載します。

研修を受ける委員

  三株馬場整備  　８月２４日（日）、流鏑馬教室生や流鏑馬保存会の理事、古殿八幡神社の奉賛会長、祭
礼当番区の正・副区長ら２５人で三株馬場の草刈りや整備を行い、秋の陣や流鏑馬奉納に向けた練習環
境を整えた。本番に向けやる気満 「々乞うご期待」。（松崎法通）

議会トピックス⑤



根 本 　 重 一 議員 …………………………  13
（１）本町の熱中症対策について
（２）公共施設の使用状況と維持管理について
（３）地域おこし協力隊について

鈴 木 　 隆 議員 ……………………………  15
（１）無痛分娩に対する助成について
（２）企業版ふるさと納税を活用した奨学金制度等に 
　　  ついて

（３）移住定住等に対する取り組みについて

野 崎 喜 彦 議員 …………………………………14
（１）移住・定住促進策について問う
（２）令和７年度の主な事業の進捗について問う
（３）鳥獣被害対策強化について

岡 部 淳 一 議員 ……………………………… 16
（１）町民生活を守る道路事情の現状は
（２）コメ増産への転換に町としてどう対処すべき
　　  なのか

（３）町民から寄せられている町施策内容に
　　  ついて次の２点を伺います

　一般質問は９月１７日に４人の議員が１２問の質問を行いました。質疑の一
部を要約してお伝えします。

12

町町  政政  をを  質質
た だた だ

  すす

一
般
質
問

町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

  区民運動会に歓声  　８月３１日（日）、「第３２回上山上区民運動会」がやぶさめアリ－ナで開かれ、６班
に分かれた約２５０名の区民が５種目の班対抗競技で競い合った。今年は種目に「プレッシャー玉入れ」
が新設され、例年の「綱引き」に代わって採用された。最後には「宝くじ抽選会」が行われ、観客を含め
て大いに盛り上がった。（根本太郎兵衛）

議会トピックス⑥



13

根
ね も と

本　重
しげかず

一 議員

熱中症対策Q 熱中症の発生は 
A 把握できていない。高齢者等の状況は
 　民生委員から報告される

 

町
長　
「
保
健
だ
よ
り
」
で

の
予
防
法
の
呼
び
か
け
や
水

筒
持
参
の
お
願
い
、
学
校
内

で
は
暑
さ
指
数
を
測
定
し
て

活
動
可
否
を
判
断
し
、授
業・

部
活
動
の
内
容
を
工
夫
し
て

い
る
。

 

根
本　

福
島
県
が
推
進
し

て
い
る「
ふ
く
し
ま
涼
み
処
」

の
利
用
は
。

 

町
長　
「
涼
み
処
」
は
町
内

公
共
・
民
間
合
せ
て
4
カ
所

登
録
し
て
い
る
。
猛
暑
時
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

 
根
本　

高
齢
者
や
一
人
暮

ら
し
世
帯
に
向
け
た
地
域
で

の
見
守
り
や
情
報
発
信
は
。

 

町
長　

民
生
委
員
が
訪
問

し
、
高
齢
者
の
見
守
り
と
声

か
け
を
し
て
い
る
。

 

根
本　

利
用
が
低
調
な
施

設
や
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

施
設
の
分
析
は
。

 

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
要
因

を
把
握
し
、
改
善
に
向
け
て

対
応
す
る
。

 

根
本　

老
朽
化
が
進
む
施

設
の
建
替
え
や
改
修
は
。

 
町
長　
「
公
共
施
設
個
別
施

設
計
画
」
に
基
づ
き
、
修
繕・

改
築
・
廃
止
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

 

根
本　
施
設
へ
の
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
は
。

 

町
長　

既
存
施
設
へ
の
導

入
は
検
討
し
て
い
な
い
。

 

根
本　

地
域
の
公
共
施
設

の
暑
さ
対
策
は
。

 

町
長　

宝
く
じ
の
助
成
事

業
に
よ
り
、
６
行
政
区
の
施

設
に
つ
い
て
空
調
設
備
を
整

備
し
た
。
残
り
も
随
時
整
備

す
る
。

 

根
本　

教
育
現
場
の
熱
中

症
予
防
は
。

涼み処ののぼり旗が目印

地域おこし協力隊

Q 地域おこし協力隊の現状は 
A 現在は不在。新たな
 　隊員を募集している

町外利用者が増えた
やぶさめアリ－ナ

 

根
本　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
応
募
が
な
い
原
因
は
。

 

町
長　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ほ
か
、
協
力
隊
募
集
専

公共施設の利用

Q 公共施設の利用状況は 
A やぶさめアリ－ナの
 　利用者が増えている

 

根
本　
施
設
の
集
約
化
や
複

合
利
用
と
い
っ
た
効
率
的
な

運
営
の
方
向
性
は
。

 

町
長　

状
況
に
応
じ
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

用
サ
イ
ト
で
応
募
者
を
募
っ

て
い
る
。
希
望
者
に
情
報
が

届
く
よ
う
発
信
す
る
。

 

根
本　

募
集
方
法
や
情
報

発
信
の
改
善
は
。

 

町
長　

他
の
自
治
体
の
取

組
を
参
考
に
し
て
改
善
す

る
。

 

根
本　

協
力
隊
の
制
度
を

効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
の

具
体
策
は
。

 

町
長　

協
力
隊
の
募
集
対

象
や
活
動
内
容
を
精
査
し
、

卒
隊
さ
れ
た
隊
員
に
募
集
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

幅
広
い
見
地
か
ら
見
直
し
す

る
。

  湯殿山神社例大祭奉納相撲  　９月６日（土）、今年も大久田地区湯殿山神社例大祭で奉納相撲が開催さ
れました。東西力士６名が参加して熱い取組が行われ、大いに盛り上がりました。（佐川勇司）議会トピックス⑦
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移住・定住策

A 行政評価としては大変厳しいものと
 　捉えている

ム
」
は
体
験
交
流
が
で
き
る

効
果
的
な
事
業
だ
。
こ
う
し

た
取
組
を
き
っ
か
け
に
町
に

関
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

 

野
崎　

定
住
対
策
と
教
育

支
援
の
両
立
を
目
的
と
し
た

「
奨
学
金
返
済
支
援
・
補
助
」

の
考
え
は
。

 

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
そ

の
考
え
は
な
い
。

 

野
崎　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
事
業
の
現
状
と
課
題
は
。

 

町
長　

国
交
省
と
の
協
議

で
、
自
家
用
有
償
制
度
を
活

用
し
な
い
と
運
行
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
法
定

協
議
会
の
設
置
の
準
備
を
す

る
。

 

野
崎　
「
道
の
駅
拡
張
事
業
」

の
基
本
・
実
施
設
計
は
ど
の

段
階
に
あ
る
の
か
。

 

町
長　

検
討
委
員
会
の
意

見
も
参
考
に
、
具
体
的
な
レ

イ
ア
ウ
ト
を
作
成
中
。

 

野
崎　

前
木
団
地
建
設
事

業
の
進
捗
と
入
居
開
始
時
期

は
。

 

町
長　

８
月
末
現
在
で

37
％
の
進
捗
。
入
居
開
始
は

令
和
８
年
10
月
頃
か
ら
入
居

募
集
を
開
始
予
定
。

 

野
崎　

移
住
者
・
定
住
者

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
雇
用

の
場
の
確
保
を
。

 

町
長　

町
内
の
事
務
所
で

求
人
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

情
報
提
供
を
行
う
。

 

野
崎　

移
住
・
定
住
に
は

わ
が
町
を
目
指
し
て
く
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。取
組
は
。

 

町
長　

子
育
て
支
援
や
住

宅
支
援
な
ど
の
取
組
で
流
入

に
つ
な
げ
た
い
。

 

野
崎　

移
住
・
定
住
策
の

実
績
と
行
政
評
価
は
。

 

町
長　

令
和
元
年
度
で
２

件
の
実
績
が
あ
る
。
行
政
評

価
と
し
て
は
大
変
厳
し
い
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

 

野
崎　

交
流
・
関
係
人
口

創
出
・
増
加
へ
の
取
組
は
。

 

町
長　
「
フ
ル
ド
ノ
タ
イ

新たなプログラムが増えた　
フルドノタイム

（流鏑馬の練習会）

鳥獣被害対策

Q 鳥獣被害対策の強化を
A 「安全性の確保」が重要

鳥獣被害対策実施隊の皆さん

 

野
崎　
「
緊
急
銃
猟
」
の
４

つ
の
条
件
と
は
。

 

町
長　
「
場
所
」「
緊
急
性
」

「
方
法
」「
安
全
性
の
確
保
」

な
ど
の
制
限
と
措
置
。

 

野
崎　
「
緊
急
銃
猟
」
の
訓

練
予
定
は
。

 

町
長　

県
内
の
訓
練
実
施

状
況
を
見
極
め
、
国
・
県
の

指
導
を
仰
ぎ
検
討
す
る
。

 

野
崎　
「
緊
急
銃
猟
」
を
実

施
す
る
場
合
の
課
題
は
何

か
。

 

町
長　

通
行
の
禁
止
・
制

限
の
実
施
、
住
民
の
避
難
、

捕
獲
関
係
者
の
配
置
等
「
安

全
性
の
確
保
」が
主
な
も
の
。

主要事業

Q 令和７年度の事業推進を問う
A 前木団地の入居募集は
 　令和８年 10 月頃

野
の ざ き

崎　喜
よしひこ

彦 議員

Q 移住・定住促進を問う

  上松川地区公民館事業「健康セミナー」  　９月７日（日）、全世代参加可能な「上松川区民健康セミナー」
がやぶさめアリーナで開催されました。屋外は真夏日でしたが、空調が整った快適な環境の中で健康体操

「コグニサイズ」や「カローリング大会」が行われ、会場は多くの参加者の笑顔に包まれました。（鈴木隆）
議会トピックス⑧
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鈴
す ず き

木　隆
たかし

 議員

A 現時点では考えていない

 

鈴
木　

無
痛
分
娩
は
妊
婦

の
精
神
的
、
身
体
的
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

 

町
長　

出
産
時
、
長
時
間

に
わ
た
る
痛
み
に
よ
る
疲
労

軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。

 
鈴
木　

無
痛
分
娩
に
よ
る

出
産
割
合
が
増
え
て
い
る

が
、
わ
が
町
は
。

 

町
長　

町
内
の
方
の
利
用

は
把
握
し
て
い
な
い
。

就学支援

Q 無痛分娩に対する費用助成は
 　人口減少対策に資するのでは

A 他の自治体で実施していること
 　は認識している

Q これからの奨学金制度は
 　U ターン対策に資するべき

移住定住策

A 人口減少自体は日本全体の問題
 　住民が安心安全に暮らせるよう環境整備する

Q 移住定住対策を含む人口減少対策の
 　具体的な施策は

 

鈴
木　
わ
が
町
の
移
住
定
住

対
策
は
。

 

町
長　
定
期
的
に
首
都
圏
で

の
移
住
定
住
相
談
会
等
に
参

加
し
て
い
る
。

　
住
宅
支
援
で
は
、
町
外
か

ら
町
に
移
住
定
住
を
目
的
に

住
宅
取
得
す
る
子
育
て
世
帯

や
、若
者
世
帯
を
対
象
に
「
移

住
定
住
促
進
補
助
金
」
制
度

が
あ
る
。

　
住
宅
建
築
の
際
に
町
産
材
を

一
定
以
上
使
用
す
る
こ
と
で
支

援
を
す
る
「
町
産
材
利
用
住
宅

建
築
支
援
事
業
補
助
金
」
制
度

は
町
外
か
ら
の
転
入
者
に
対
し

て
加
算
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

 

鈴
木　
人
口
減
少
対
策
と
し
て

U
タ
ー
ン
後
、
奨
学
金
返
済
免

除
制
度
の
考
え
は
。

 

町
長　
現
時
点
で
そ
の
考
え
は

な
い
。

 

鈴
木　

ふ
る
さ
と
納
税
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
、
基
金
財
源
と
し
て
運

営
す
る
奨
学
金
制
度
や
、
現

行
制
度
の
見
直
し
を
行
う
考

え
は
。

 

町
長　

現
時
点
で
そ
の
考

え
は
な
い
。

 親子で一緒に給食参観（こども園）

人口減少対策

  第５回鎌田区民大運動会開催  　９月１４日（日）、「第５回鎌田区民大運動会」がやぶさめアリ－ナで開催
された。当日は宝ひろいをはじめ、スリッパ飛ばし競争、鎌田ウルトラクイズ、パン食い競争と、全６種
目の方部（団体）競技で大いに盛り上がった。最後は恒例の「大抽選会」が行われ、当選発表のたびに
歓声が上がり、会場は笑顔と熱気に包まれた。（根本重一）

議会トピックス⑨
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岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

道路整備

A 舗装補修や法面等の除草などを委託している
　
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
で

も
お
尋
ね
を
し
て
き
た
。
今

後
の
対
策
を
伺
う
。

 

岡
部　

国
道
３
４
９
号
の

鎌
田
～
田
口
間
の
完
成
見
通

し
は
。

 

町
長　

県
の
ほ
う
で
鋭
意

努
力
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。

 

岡
部　
県
道
勿
来
浅
川
線
、

三
株
下
市
萱
小
川
線
の
改
良

工
事
の
見
通
し
は
。

Q 町民生活を守る道路事情の現状は

 

町
長　
要
望
し
て
い
る
が
、

実
施
の
見
通
し
は
な
い
。

 

岡
部　

町
道
改
良
を
予
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る

か
。
維
持
管
理
の
具
体
的
な

対
策
は
。

 

町
長　

４
路
線
５
カ
所
を

計
画
し
て
い
る
。舗
装
補
修
、

法
面
等
の
除
草
、側
溝
整
備
、

路
肩
の
崩
落
対
策
な
ど
を
委

託
業
務
で
対
応
し
て
い
る
。

 

岡
部　

林
道
の
維
持
管
理

は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の

か
。

 
町
長　
町
道
等
と
同
じ
。

 
岡
部　

人
口
減
少
や
住
居

減
少
・
移
転
に
よ
り
、
住
民

参
加
型
の
道
路
維
持
協
力
を

ど
う
見
て
い
る
の
か
。

 

町
長　

ま
す
ま
す
難
し
く

な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

稲刈り作業を進める農家　　　　　　　

農業政策

A 現状の農地を守ることが重要だ
Q コメ増産への転換にどう対応すべきか

　
政
府
は
米
作
り
を
減
反
か

ら
増
産
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

町
の
対
応
を
伺
う
。

 

岡
部　

方
針
転
換
の
認
識

は
。

 

町
長　

現
在
ま
で
の
減
反

政
策
か
ら
増
産
へ
転
換
す
る

も
の
と
の
認
識
で
あ
る
。

 

岡
部　

町
内
の
米
作
農
家

の
実
態
は
減
反
政
策
以
降
ど

う
変
化
し
た
の
か
。

 

町
長　

減
反
政
策
に
伴
い

主
食
用
米
の
耕
作
者
や
耕
作

地
の
減
少
が
進
ん
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

 

岡
部　

打
ち
出
さ
れ
た
大

規
模
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
は

町
の
現
状
に
見
合
っ
た
も
の

か
。

 
町
長　

当
町
の
よ
う
な
中

山
間
地
域
で
は
農
地
の
大
規

模
化
は
難
し
い
が
、
ス
マ
ー
ト

農
業
は
取
り
組
め
る
も
の
も
あ

る
と
考
え
る
。

 

岡
部　

中
山
間
地
域
の
実
態

に
お
い
て
増
産
す
る
た
め
に

は
、
ど
ん
な
施
策
が
重
要
だ
と

思
う
か
。

 

町
長　

増
産
す
る
こ
と
も
重

要
だ
が
、
現
状
の
農
地
を
守
る

こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
認
識
し

て
お
り
、
担
い
手
を
中
心
に
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
農
地
の
集

積
・
集
約
化
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
だ
。

「
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
町
施
策
内
容
に
つ
い

て
」
の
質
問
も
行
っ
た
。

 

そ
の
他
の

質
問

完成が待たれる国道３４９号
（鎌田字長光地地内）　　　

  論田区民スポーツ交流会  　９月１４日（日）に論田ふれあいセンター多目的広場で論田区民スポーツ交流
会が開催され、団体競技や個人種目に幼児から高齢者まで多くの区民が参加し大盛況となりました。かつ
ての区民運動会から形を変えても交流の場を企画運営している地区公民館活動に感謝です。（佐藤一夫 )

議会トピックス⑩
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追跡レポート
その後

どうなった？
No.71

テーマ 公衆トイレの洋式化について公衆トイレの洋式化について

　町の公共施設や公衆トイレの洋式化は。
Q　令和３年１２月一般質問から

Ａ　町長答弁
　公共施設については順次洋式化を進めている。

その後のその後の
対　　応対　　応

  子どもから高齢者まで利用者が増えました
屋内ゲートボール場の外トイレを改修

しみもっちー

平成27年の
中学生議会
で誕生！

改修された屋内ゲートボール場の外トイレ

古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”
議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

　使いづらいとの声があり、勤労者体育センターのトイレなどを利用していた人
も多い屋内ゲートボール場の外トイレが、洋式の水洗トイレに改修されました。

洋式の水洗トイレは
清潔に使えるね。

次回の
定例会 上旬12月

  田口地区いきいき健康レクの集い  　９月２１日（日）、「田口地区いきいき健康レクの集い」が女性・若者
等活動促進施設で賑やかに開催されました。子どもからお年寄りまで１００人が参加。健康体操で体をほ
ぐした後、参加者全員でクイズ「上・下どっち？」と恒例の「宝拾い」。女性限定で○○の「詰め放題」な
どのレクリエーションの次は、豚汁の「ふるまい鍋」が好評でした。（野崎喜彦）

議会トピックス⑪
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議
会
だ
よ
り
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衛
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松
崎　

 　
法
通

福島工場の全景

発
行

：
古

殿
町

議
会

　
編
集

：
議

会
だ

よ
り編

集
特

別
委

員
会

〒
963-8304 福

島
県

石
川

郡
古

殿
町

大
字

松
川

字
新

桑
原

31
ＴＥＬ

 0247－
53－

4621
・

FAX 0247
－

53－
4511

古
殿

町
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

も
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す

  
No.

今回紹介するの今回紹介するのは、は、「 竹原化学工業㈱福島工場 」「 竹原化学工業㈱福島工場 」の皆さんです。の皆さんです。

21

＊会社の設立を教えてください。＊会社の設立を教えてください。

創業 86周年になる化学素材メ－カ－です。

「常に品質向上」を目指します。

　竹原化学工業株式会社は、１９３９年に設立
された炭酸カルシウムを中心とする無機粉体の
メ－カ－です。本社は兵庫県明石市にあり、国
内外に６つの工場を展開しています。
　福島工場は、１９６７年８月、石灰石の産地
である鎌田字竹ノ内地区に新設され、その後、
町の誘致企業として５８年間にわたり操業を続
けています。

＊＊会社における基本的な考え方は何ですか。会社における基本的な考え方は何ですか。

　福島工場の主要製品は、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、タルク（滑石）です。粉体材料
を国内や中国から調達し、充填、計量、袋詰めを経て出荷しています。当地は石灰石の産地
でしたが、その後生産量が減少し、現在は阿武隈地方から材料を仕入れ、硫酸バリウムやタ
ルクは中国から輸入しています。製品はプラスチック、ゴム、接着剤、建材など多様な産業
分野で添加材として使用されており、特定の産業に依存せず一定の需要があるため、景気変
動の影響を受けにくい傾向があります。当工場の方針は、「製品の品質向上を常に追求し、顧
客満足の向上に貢献する」ことであり、従業員16名が一丸となって日々取組んでいます。

竹原化学工業㈱福島工場 の皆さん

https://w
w
w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/

　
議
会
だ
よ
り
制
作
の
際
に
は
、

町
執
行
部
に
対
し
議
会
が
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
る
か
な
ど
、

町
政
や
議
会
に
つ
い
て
で
き
る

だ
け
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り

や
す
く
、
読
み
や
す
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
編
集
し
て
い
ま
す
。

　
編
集
に
当
た
っ
て
は
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
個
人
特

定
が
で
き
る
よ
う
な
写
真
掲
載

は
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
写
真
に
は
注
意
し
な
が

ら
、
許
可
を
い
た
だ
き
な
が
ら

撮
影
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
全
国
の
議
会
だ
よ
り

コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
を
目
標

と
し
て
編
集
作
業
を
し
て
い
ま

す
。
議
会
だ
よ
り
に
関
し
て
町

民
皆
さ
ん
の
ご
感
想
や
ご
要
望

な
ど
を
含
め
た
率
直
な
声
を
、

我
々
編
集
委
員
に
お
寄
せ
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
松
崎
）

編
集
後
記


